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子会社の解散に関するお知らせ 

 
 
今般、三菱製紙株式会社（取締役社長 鈴木邦夫、資本金 328 億円）は、当社子会社で、紙製品の

製造、加工および販売を行う旭感光紙株式会社の主要事業を当社に移管・集約し、同社を解散するこ

とを決定いたしましたので、下記の通りお知らせいたします。 
 

記 

  
１．事業移管の理由 

旭感光紙株式会社は、陽画感光紙の生産販売会社として、昭和 35 年から事業を行ってまいりま

したが、市場の縮小にともない平成 15 年に陽画感光紙の生産を中止し、その後は、主にインクジ

ェット用紙を中心とした国内向け商品の塗工・仕上加工事業を行い、現在に至っております。 

今般、当社グループの国内生産体制の見直しを行い、旭感光紙株式会社で手掛けておりますイン

クジェット用紙の塗工・仕上加工等の事業を当社の高砂・京都の各工場に移管・集約するほか、一

部業務については外部に移管し、業務の効率化を図ることといたしました。 
 
２．旭感光紙株式会社の概要 
  所 在 地：千葉県松戸市 
  設   立：昭和 35 年（1960 年）11 月 
  資 本 金：50 百万円 
  売 上 高：1,329 百万円（平成 26 年 3 月末） 

  事 業 内 容：紙製品の製造・加工・販売 

  従 業 員 数：20 名（平成 27 年 3 月末） 
  株   主：三菱製紙株式会社、ダイヤミック株式会社、東邦特殊パルプ株式会社 

（三菱製紙グループで 100％株式保有） 
 
３．解散予定日 
  平成 27 年 6 月 30 日 
 
４．三菱製紙の業績に与える影響 
  本件による平成 28 年 3 月期連結業績への影響は軽微であります。 
 
 

本件に対するお問い合わせ 
三菱製紙株式会社 
ＩＪ・フォト営業部 担当部長 小池直正 ：TEL：03-5600-1478 
広報・ＩＲ室長        白川文人 ：TEL：03-5600-1485 
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